
 

平成２８年度事業報告 

 

Ⅰ 事業概要（総括） 

当機構は、地域産業の技術支援の専門機関として、景気に左右されない足腰の強い産業基

盤を確立し、地域経済が持続的に発展できるよう、産業技術の高度化や技術革新の促進、新

たな産業の創出などを目指し、国や県、関係機関の協力・支援を得ながら取組みを進めてき

た。 

平成２８年度は、「産学官連携による成長６分野への参入の促進」、「人材育成機能の充実」、

「有機ＥＬ照明の事業化の推進」、「試験分析業務の着実な実施」に重点的に取り組んだ。 

 

１ 産学官連携・研究開発の推進 

（１）「産学官連携コーディネート事業」の実施 

産学官連携強化と、連携による研究開発等の成果の地域企業への波及を図るため、産 

学官連携コーディネータ２名を配置し、企業への支援活動を行うとともに、県内産学官 

連携の中核を担う機関としてコーディネート活動を行った。２８年度も、昨年度に引き 

続き、「山形県産業振興ビジョン」に位置付けられている成長６分野を中心に医療機器 

関連産業分野などへの参入を促進した。 

 

（２）「戦略的支援事業」の取組み 

経済産業省からの補助研究事業（「戦略的基盤技術高度化支援事業」）を活用し、当機

構が事業管理者となって、産学官連携による共同研究体制のもと、「鋳鉄の耐摩耗性の向

上及び安定化技術の開発」（H26～H28）、「自然空気（GWP=1）を冷媒として用いる極低温

冷凍空調機の開発」（H26～H28）の２事業を終了し、「難削材の複雑形状加工を可能とす

るカーボンナノチューブ複合長寿命レジンボンド砥石の開発」（H27～H29）の継続事業に

取り組んだ。 

 

（３）「やまがた地域産業応援基金事業」の実施 

地域中小企業等による新産業・新事業・新技術の芽だし、育成を支援するため、３６ 

件（継続事業分を含む）の事業計画を公募を経て採択し、助成金の交付や育成指導等を 

行った。 

 

（４）「地域産業活性化基金事業」の実施 

産学官連携コーディネート活動と連動して、コーディネータが県内中小企業の新製品 

の上市（製品を市場に出すこと）に向けて試作等を行う場合に支援が必要と認めたもの 

について、７件採択し助成を行った。 



 

２ 人材育成事業 

（１）「製造業技術者研修事業」の実施 

県内の製造企業における研究開発のリーダー、共同研究等の推進役を担う高度技術者 

の育成を図るため、事業者やその従業員に対し、研修事業を実施した。 

２８年度は、研修課程１０課程、研修時間１６５時間、受講者１６６名により実施し 

た。 

 

（２）「次世代産業人材育成促進事業」の実施 

産業界、教育機関及び行政機関が連携基盤として形成した『ものづくり人材育成やま

がた』において、「山形県次世代ものづくり人材育成推進委員会」を開催し、本県のもの

づくり人材の現状と課題についての意見交換・意識共有等を行うとともに、「ものづくり

人材育成やまがた便り」による情報共有や「ものづくり産業マネジメント人材育成研修」

を実施し、ものづくり産業人材の育成を推進した。 

 

（３）「成長分野参入人材育成事業」の実施 

成長６分野に共通する生産現場の改善等による生産性向上や現場リーダーの資質向

上のための研修を実施するとともに、自動車１台分をまるごと分解した部品の展示やこ

れを活用した研修等を行うことにより、県内ものづくり企業の成長分野への参入を支援

した。 

また、熟練技術者が持つものづくり技術を若手技術者に伝承するため、熟練技術者の 

派遣を希望する企業に対し、経費の一部の助成を行った。 

 

 

３ 有機エレクトロニクス産業の振興 

山形大学と連携し、山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンターと共に、有機

エレクトロニクスの事業化の推進に取り組んだ。 

普及啓発については、県内のイベント等で「屋外用有機ELイルミネーション」を展示し、

防水性、耐久性及び駆動回路等の関連技術の評価を行いながら、ＰＲを実施した。 

事業化推進については、ＯＬＥＤコーディネータを中心に、「ＯＬＥＤヤマガタ」の会員

企業を主体とした各種照明器具の開発支援に取り組むとともに、首都圏における有機ＥＬの

情報の受発信及び用途・市場開拓の拠点として開設したリビングデザインセンター 

ＯＺＯＮＥ内の「Ｏrganic ＬＥＤ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」ブース(東京都新宿区)をリニューア 

ルした。 

また、ブースに来場した首都圏の大手企業や著名なデザイナーへの提案・プレゼンテーシ

ョンを通じて有機ＥＬ製品の用途開拓に取り組んだほか、有機ＥＬ産業の県内集積に向けて

県内企業が取り組む試作開発等への助成を行った。 

 

 



４ 工業材料の試験・分析 

山形県工業技術センターが企業から依頼された工業材料、土木建設材料の強度試験、分析、 

加工等を県の委託を受け実施した。 

２８年度は、前年度と比較して、例年依頼数が多い｢土木建設材料強度試験｣の中で、コン

クリート強度試験（山形）は横ばいであったが、建設用鋼材試験（山形、庄内）が減少した。

一方、繊維物性試験（置賜）が増加し、総試験点数では３７点減の８,７１８点であった。 

 

 

５ 理事会・評議員会開催状況 

 

 

 

開催年月日 議 題 及 び 報 告 

臨時評議員会(書面) 

平成 28年 4 月 8日 

【議題】・理事 1名選任について               

 

第１回理事会(書面) 

平成 28年 4 月 11 日 

【議題】・専務理事(業務執行理事)の選定について 

・事務局長委嘱について 

第２回理事会 

平成 28年 6 月 7日 

県高度技術研究開発センター 

【議題】・平成 27 年度事業報告について 

・平成 27年度決算について 

・財産の管理及び資金の運用等に関する規程の一部改正に 

ついて 

・常勤役員（専務理事）の報酬について 

・評議員及び理事候補の選任について 

・平成 28年度定時評議員会の招集について 

・平成 28年度事業計画の一部変更について 

・平成 28年度補正予算について 

【報告】・平成 28 年度の職務執行状況について 

定時評議員会 

平成 28年 6 月 22 日 

県高度技術研究開発センター 

 

【議題】・評議員の選任について 

    ・理事の選任について 

【報告】・平成 27 年度事業報告及び決算について 

・平成 28年度の職務執行状況について 

第３回理事会 

平成 29年 3 月 22 日 

県高度技術研究開発センター 

【議題】・平成 28 年度補正予算について 

・平成 28年度財源調整特定資産の一部取崩しについて 

・平成 29年度事業計画について 

・平成 29年度予算について 

・平成 29年度財源調整特定資産の一部取崩しについて 

・平成 29年度資金計画及び設備投資見込みについて 

【報告】・平成 28 年度の職務執行状況について 



Ⅱ 事業会計別の事業執行状況 

（公益目的事業会計１） 産学官連携促進に関する事業 

１ 産学官連携促進事業 （ 73,496,903 円 ） 

（１）産学官連携コーディネート事業 （ 17,089,999 円 ） 

県内企業等の技術開発及び事業化促進のため、産学官連携コーディネータ２名を配置 

し、県内研究機関と県内企業等のコーディネート活動を実施した。 

① 活動実績（29 年３月末時点） 

○企業相談件数・・・・ ・・・100 件 

○シーズ・ニーズ調査件数・・  66 件 

○研究会参画件数・・・・・・  46 件 

○マッチング件数・・・・・・  35 件 

○産学連携件数・・・・・・・  49 件 

② 活動の主な内容 

・ 医療機器開発支援として、ものづくり企業と医療機器メーカー（製販等ディーラー 

企業）、シーズ保有機関及び医療現場とのコーディネート 

・ 医療機器メーカーの開発ニーズに対し、医療関連団体又は山大、東北大等とのマッ 

チング 

・ 有機エレクトロニクスの実用化推進に向け、工業技術センター、山大、東北大等と 

の連携体制構築 

・ 医療機器開発試作品の各種展示会への出展支援 

・ 東北経産局医療産業支援ボードへの参画 

③ 競争的資金等への提案・採択状況 

・ 27 年度補正「中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業」 

１次公募：７件採択 

・ 28 年度「やまがた地域産業応援基金」：６件採択 

・ 28 年度「新製品開発促進助成金」：２件採択 

・ 28 年度「メイドイン山形ものづくり推進事業費補助金」：１件採択 

・ 28 年度「山形県中小企業トータルサポート補助金（コンサルティング活用販路開拓 

等支援事業）」：１件採択 

・ 28 年度補正「革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金」：４件採択 

 

（２）産学官連携による研究開発プロジェクトの促進業務 （ 53,704,675 円 ） 

＜戦略的支援事業＞ 

経済産業省補助事業（戦略的基盤技術高度化支援事業） 

①「鋳鉄の耐摩耗性の向上及び安定化技術の開発」 

【26 年度採択：３年目】  有限会社渡辺鋳造所 

②「自然空気（GWP=1）を冷媒として用いる極低温冷凍空調機の開発」 

【26 年度採択：３年目】  Ｚメカニズム技研株式会社 

③ 「難削材の複雑形状加工を可能とするカーボンナノチューブ複合長寿命レジンボン 

ド砥石の開発」  【27 年度採択：２年目】  株式会社アダマス 



 

（３）山形県高度技術研究開発センター運営業務 （ 2,702,229 円） 

山形県からの委託を受け、県民（企業や団体等)を対象として県高度技術研究開発セ 

     ンターの会議室及び視聴覚機器等の貸出業務を実施した。 

○会議室(第一・二研修室、特別会議室、多目的ホール)の使用実績 

28 年度：総使用日数 300 日、総使用時間 1,516 時間 

（27 年度：総使用日数 357 日、総使用時間 2,027 時間） 

 

 

２ やまがた地域産業応援基金事業 （ 106,963,510 円 ） 

（新規採択事業 21 件 継続事業 15 件 計 36 件）

（１）技術振興基金事業 （ 16,101,000 円） 

① 課題解決型技術開発支援事業 

中小企業等が実施する既存技術を活用した新製品開発又は試作品等の開発・改良等の 

技術開発課題の解決に向けた取組みに対する助成（補助率 2/3） 

【新規採択分】（10 件） 

株式会社石澤製作所 オムツ回収カートの開発 

ケイテック株式会社 ＬＰガス（ＬＰＧ）ハイブリッド車噴射装置の改良 

三和食品株式会社 山形県産規格外青畑豆を使用した打ち豆圧潰試作機の

開発 

スズモト株式会社 熱硬化性樹脂の型内圧縮成形の開発 

東北整練株式会社 ﾍﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ複合素材染色における同色性の改善、及びﾍﾞﾝ

ﾍﾞﾙｸﾞのﾌｨﾌﾞﾘｽ化技術の開発とその洗浄技術の改良 

東北電機鉄工株式会社 コアンダインジェクターの払い落し困難な粉塵対応商

品の開発 

那須電機株式会社 救命救急現場向け点滴保温器の改良開発と医療機器向

けの商品化 

日本刃物株式会社 スパイラル刃物の新規形状制御技術の開発 

山形整染株式会社 チーズ染色における染色不良削減のための技術開発 

山形東亜ＤＫＫ株式会社 モバイル機器に接続可能な Wireless 水質計の開発 

【継続分】（3件） 

株式会社大江車体特装 寒冷地仕様の霊柩車開発 

東北環境開発株式会社 環境保全を目的としたバイオ資材の開発と商品化 

株式会社メタジェン 腸内環境検査用非凍結型糞便採取・保管キットの開発 

 

② 新技術等育成支援事業（事前調査支援型） 

中小企業等が実施するシーズの事業化可能性等の調査など、新たな研究開発等に向 

けた事前の取組みに対する助成（補助率 2/3） 

採択なし  

 



  

（２）地域中小企業応援基金事業 （ 90,862,510 円） 

① 新技術等育成支援事業（研究開発支援型） 

新たな技術等の開発やそれらを活用した商品開発など、新規市場の創出や新事業展 

開のための研究開発に取り組む事業に対する助成（補助率 2/3） 

【新規採択分】（3件） 

株式会社ガオチャオエン

ジニアリング 

嚥下障害者の誤飲防止用食品のとろみ測定器の開発 

株式会社ドーキ・ソリュ

ーション 

害虫防除駆除機の開発 

株式会社フューチャーイ

ンク 

高性能印刷集積回路に向けた超微細印刷装置用銀ナノ

粒子インクの開発 

【継続分】（4件） 

株式会社エスプレモ 人工呼吸器用の超高回転、高効率低振動ファンユニット

用モータの研究開発 

神町電子株式会社 EBM 積層造形のための金属粉末リサイクルシステムの技

術開発 

株式会社ハッピージャパ

ン 

印刷技術を利用した生体センサーの開発 

Lumiotec 株式会社 新規有機 EL パネルの製品化のための新技術開発 

 

② 新技術等育成支援事業（早期事業化支援型） 

研究段階が終了し、事業化が見込まれる試作品について市場の評価の収集、販路開 

拓に向けた調査など、早期の事業化に取り組む事業に対する助成（補助率 2/3） 

【新規採択分】（4件） 

株式会社茜谷 液状化対策、地盤強化対策のジオダブルサンド工法の販

路開拓 

伊藤電子工業株式会社 有機薄膜太陽電池を組み込んだスマート発電ウインド

ウの販路開拓 

酒田米菓株式会社 新食感せんべい開発による販路開拓 

株式会社武田庄二商店 山形県農産物を活用した食品商品の新サービス提供に

よる事業化 

 

③ 創業・新事業支援事業（地域資源活用型） 

中小企業等による地域資源を活用した新商品及び新サービスの開発・事業化に向け 

た取組みに対する助成（補助率 2/3） 

【新規採択分】（3件） 

株式会社アイディア 月山高原紅花若菜：国内初となる機能性野菜の提供 

株式会社ＩＭＵＺＡＫ モノづくり山形の先端技術及び伝統技術による、世界発

信、ＶＡＰＥの開発 

株式会社マインド 飲み易いうこぎ青汁新商品の開発 



 

【継続分】（6件） 

株式会社アスク 酒米発酵産物を利用した美味しい健康食品の開発 

株式会社タカハタ電子 各事業分野向けにビジネスにつながる特長を持った有

機 EL 照明商品の開発 

鶴岡飲料株式会社 食品原料向け庄内柿の柿皮パウダーの開発 

株式会社丸定 ライティングを活用した Re-board 什器の開発、販売 

株式会社モス山形 コケ植物による、建物の省エネと環境土木資材としての

加工技術の開発と販路拡大 

有限会社わくわく舘 米沢織きもの地で作る洋服と洋装品の開発 

 

④ 創業・新事業支援事業（地域ニーズ対応型） 

中小企業、ＮＰＯ等による健康福祉、環境、情報サービス等、地域ニーズに対応し 

      た新産業の創出に向けた取組みに対する助成（補助率 2/3） 

【新規採択分】 

採択なし  

【継続分】（2件） 

有限会社菅藤組 アルミ均熱板による低温熱源を活用した低コスト融雪

装置の開発と普及 

株式会社マルアール 山形空き物件再生デザインモデル 

 

⑤ 中小企業育成等支援事業(創業･新事業支援型) 

産業支援機関が中小企業等とともに取り組む事業に対する助成（補助率 10/10） 

【新規採択分】（1件） 

新庄商工会議所 新庄・最上広域情報誌企画・開発事業 

 

 

３ 地域産業活性化基金事業 （ 8,820,726 円 ） 

（１）新製品開発促進助成事業  

産学官連携コーディネート活動と連動し、県内の企業が行う製品の開発や試作等、事

業化や実用化の取組みを支援した。（28年度実績：７件） 

家具工房モク 山形県産材と有機ＥＬ照明を使った有機ＥＬの仏壇の

開発 

ジャスト株式会社 特異めっき技術の医療分野への応用開発 

株式会社最上川環境技術

研究所 

小規模農業型ローコスト養液栽培用コントローラーの

開発 

株式会社大一電機 有機ＥＬ検査照明器具の開発 

株式会社三木ベルテック 卓上電動式半自動キャッパーの開発 

株式会社エスプレモ 非金属木製車いすの開発 

アトリエシャルム 有機ＥＬインテリア照明器具の開発 



 

（２）需要・販路開拓事業  

首都圏における有機ＥＬ照明の市場開拓にあたり、建築、設計、デザイン等、各分野

のプロにアピールすることを目的に、リビングデザインセンターＯＺＯＮＥ （東京都新

宿区） に前年度設置した県産有機ＥＬ照明のショールーム 

「Ｏrganic ＬＥＤ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」において、年間を通じて情報の受発信を実施し 

た。（４～３月来場者数：3,683 名） 

 



（公益目的事業会計２） 研究開発プロジェクトの推進事業 

１ 有機エレクトロニクス関連産業集積促進事業（ 173,996,054 円 ） 

（１）有機エレクトロニクス関連産業集積促進事業  （ 108,798,248 円 ） 

○ 照明用有機ＥＬパネル実証事業  

照明用有機ＥＬパネルの商品化に向けた実証事業を実施するための実証施設を運営 

した。 

 

（２）イノベーションシステム整備事業  （  55,747,806 円 ） 

① 有機エレクトロニクス事業化支援 （ 39,991,269 円 ） 

有機エレクトロニクスの技術を活かした、地域企業等による事業化、製品化を加速 

させるため、多様な知識、経歴を有するコーディネータ等６名を配置し、企業の試作品

等のブラッシュアップや新製品開発等の支援活動を実施した。 

② 地域中核企業創出・支援事業 （ 15,756,537 円 ） 

経済産業省東北経済産業局から採択を受け、委託事業として以下の事業を実施した。 

・ ネットワーク型 

「有機エレクトロニクスの活用による中核企業候補の競争力強化事業」 

有機エレクトロニクス関連産業のうち、特に事業化レベルにある有機ＥＬ照明の 

       市場形成を目的に、コーディネータによる地域中核企業候補の発掘、支援を行った。 

また、市場開拓支援拠点「Ｏrganic ＬＥＤ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」ブース（リビング 

デザインセンターＯＺＯＮＥ(東京都新宿区)）における普及啓発、大手企業等と県 

内企業とのマッチングを実施した。 

・ ハンズオン型 

「自社技術を応用した有機ＥＬ照明の販路基盤強化事業」 

地域中核企業（㈱タカハタ電子）の開発した「夜間巡回用有機ＥＬナースライト」 

の販路開拓を目的に、コーディネータを派遣し、ドイツや大阪で開催された医療・ 

介護関係展示会への出展支援、来場者フォロー、海外でのマーケティング等を実施 

した。 

 

（３）有機エレクトロニクス事業化推進事業  （ 9,450,000 円 ） 

① 有機エレクトロニクス総合支援事業 （ 578,000 円 ） 

県内企業が山形大学と共同で行う研究開発が、早期に実用化・事業化されるよう補助

を行ったほか、県内企業が大手企業等と共同で試作開発に取り組む際の経費を補助し、

県産有機ＥＬ照明製品の上市・販売・販路開拓の促進を図った。 

○ 山大と企業の共同開発支援 

以下の企業と山形大学との共同開発に対する助成（補助率 1/2） 

伊藤電子工業株式会社 有機薄膜太陽パネルの量産に向けて必要な太陽電池製作

技術の開発 

○ 有機 EL 照明量産化支援 

有機ＥＬ照明製品の量産化の促進を目的に、量産に必要な金型や部材調達の費用 

に対する助成（補助率 2/3） 

採択なし  



 

② 企業間連携促進事業 （ 2,500,000 円 ） 

大手企業等との共同開発を行う県内企業に対する試作費等の助成(補助率 2/3) 

オーガニックライティ

ング株式会社 

有機ＥＬ照明付き化粧用商品の量産化 

(商品仮称:ポーチ、携帯ミラー) 

有機ＥＬスタンド試作 

(商品名:ＴＡＫＥ－ＴＯＭＢＯ) 

 

③ 企画提案力強化事業 （ 6,372,000 円 ） 

在京営業コーディネータを配置し、首都圏での大手メーカーを中心とした企業に 

有機ＥＬの営業活動を展開するとともに、リビングデザインセンターＯＺＯＮＥ内に有

機ＥＬの市場開拓支援拠点「Ｏrganic ＬＥＤ ＹＡＭＡＧＡＴＡ」ブース(東京都新宿区)

を設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（公益目的事業会計３）高度技術者の養成に関する事業 

１ 技術者研修事業 （ 6,478,000 円 ） 

 

研修時間 165 時間、受講定員 184 名、受講者 166 名、修了者 152 名 

 課   程 期   間 研  修  の  内  容 

１ 

 

 

品質管理 

 

 

Ｈ28.10.24 

～11.8 

 

(研修時間 36 時間、受講者 32 名、修了者 27 名) 

品質管理の考え方と実践を具体的な事例をとおして

学び、品質管理体制の構築の手法について研修を実

施した。 

２ 

 

 

精密測定技術 

 

 

Ｈ28.7.19 

～7.22 

 

(研修時間 9 時間、受講者 14 名、修了者 14 名） 

若手技術者を対象にマイクロメータの検査や表面粗

さ測定の講義と実習により、精密測定の基礎につい

て少人数研修を実施した。      

３ 

 

 

切削加工・研削加

工技術 

 

Ｈ28.6.3 

～6.9 

 

(研修時間 12 時間、受講者 18 名、修了者 18 名） 

切削加工と研削加工について講義と実習による基礎

的かつ実践的な技術力向上のための研修を実施し

た。 

４ 

 

 

 

表面分析技術 

 

 

 

Ｈ28.10.17 

～10.18 

 

 

(研修時間 12 時間、受講者 14 名、修了者 14 名） 

グロー放電発光分光分析装置等の各種分析機器の原

理や機能について、講義と実習により現場で役立つ

知識を習得する研修を実施した。 

５ 

 

 

エネルギー使用合

理化技術 

 

Ｈ28.9.20 

～9.21 

 

(研修時間 12 時間、受講者 12 名、修了者 12 名） 

工場のエネルギー使用における省エネ診断、設備の

省エネ対策、IT 活用の「見える化」などの研修を実

施した。 

６ 

 

 

 

製品設計・製造に

役立つ金属材料学 

 

 

Ｈ28.11.24 

～11.25 

 

(研修時間 12 時間、受講者 11 名、修了者 11 名) 

鉄系材料を中心に、強度試験、硬さ試験、金属組織

観察などの実習をとおして、金属材料の評価方法、

材料特性と組織の関係等についての研修を実施し

た。 

７ 

 

 

 

清酒製造技術 

 

 

Ｈ28.8.8 

～10.5 

 

 

(研修時間 36 時間、受講者 31 名、修了者 22 名) 

各地区を代表する杜氏や技術者を講師として迎え、

今後の市場動向や酒質の変遷、さらなる醸造技術に

ついて研修を実施した。 

８ 

 

 

 

食品の安全管理技

術 

 

 

Ｈ28.6.14 

～6.15 

 

(研修時間 12 時間、受講者 16 名、修了者 16 名） 

食品製造の安全管理項目として重要な、①微生物検

査、②異物鑑別、③アレルギー物質の検査について

研修を実施した。 

９ 

 

電子部品の不良解

析技術（置賜） 

 

Ｈ28.9.27 

～9.28 

 

(研修時間 12 時間、受講者 10 名、修了者 10 名) 

材料の品質保証や付着物・混入物の原因特定のため、

高分解能のＸ線ＣＴ観察や分析評価技術習得のため

の研修を実施した。 

10 

 

 

精密測定の基礎

（庄内） 

 

Ｈ28.6.28 

～8.30 

(研修時間 12 時間、受講者 8名、修了者 8名） 

若手技術者を対象に幾何公差や表面粗さのパラメー

タの講義と、マイクロメータの検査や表面粗さ測定

及び三次元測定の実習を実施した。 

 

 



２ 次世代産業人材育成促進事業 （ 5,943,625 円） 

（１）次世代ものづくり人材育成促進事業 

① 「山形県次世代ものづくり人材育成プログラム」を基に、連携基盤として形成した「も

のづくり人材育成やまがた」において、「山形県次世代ものづくり人材育成推進委員会」

を２回開催し、本県のものづくり人材の現状と課題について意見交換・意識共有を行っ

た。 

② 県内企業４５０社に対し、「ものづくり人材育成やまがた便り」を発行した。（４回） 

項  目 期   間 事  業  の  内  容 

山形県次世代 

ものづくり人材

育成推進委員会 

第１回 

（H28.9.30） 

第２回 

（H29.3.6） 

出席者 19名（委員８名、県 6名、機構 5名）  

 

出席者 20名（委員７名、県 8名、機構 5名）  

 

 

（２）ものづくり産業マネジメント人材育成事業 

地域企業の経営者、後継者を対象に、企業がより良い経営を目指すために意識を変え、ビ

ジョンを明確にし、そのビジョンを達成するためにはどの様なステップを踏んで行動すべきか

について、ビジネスモデルやマーケティングをベースとした新しいものづくりの動向を学ぶと

ともに、リーダーに必要となる考え方を習得する研修を実施した。 

 

課   程 期   間 研  修  の  内  容 

マネジメント人

材育成研修 

H28.10.29 

    11. 5 

    11.12 

    11.19 

    11.26 

(5 回実施、受講者 15名、修了者 9名) 

事業戦略やマーケティング、生産性向上、人材育成

等に関する知識やスキルの習得、演習を交え課題に

対応する思考の鍛錬及びリーダーに必要となる考え

方を学ぶ研修を実施した。併せて、参加者間のネッ

トワーク形成を図った。 

 

（３）ものづくり人材育成研修コーディネート支援事業 

上記（１）及び（２）の業務の実施に当たり、コーディネータを配置し、県内ものづくり関

係機関、団体等と連携し、研修をはじめとするものづくり人材育成にかかる総合調整を行った。 

 

３ 成長分野関連人材育成事業 （4,919,580 円） 

（１）成長分野参入人材育成事業 

県内ものづくり企業の競争力強化を図り、成長分野関連産業への新規参入・取引拡大に繋げ

ることを目的とした専門技術研修及び資質向上研修を実施するとともに、自動車部品ライブラ

リー「アクセル」の管理運営を行った。 

 

 課   程 期   間 研  修  の  内  容 

１ 自動車部品機

能・構造研修 

H28.7.20 (研修時間 6 時間、受講者 15 名、修了者 14 名) 

自動車部品の機能や構造とセンサーやレーザー等、自

動車産業の最新動向や今後に期待される主要な技術等

について、自動車部品ライブラリーの展示部品に直接

触れながら学ぶ研修を実施した。 



２ 生産管理研修 H28.8.4 

～8.5 

(研修時間 12 時間、受講者 27 名、修了者 27 名) 

生産活動における自部門、日常業務の位置づけや役

割・認識を深め、高品質な製品を短期間、低コストで

生産する生産管理の基本的な知識とシステムづくりの

ための基本的技術を習得する研修を実施した。 

３ 在庫管理研修 H28.9.27 

～9.28 

(研修時間 12 時間、受講者 29 名、修了者 29 名) 

資材購買、在庫管理に関する基本事項をケーススタデ

ィやグループワークを取り入れながら学び、資材管理

費の削減や在庫の保管費用の低減によって企業の収益

を向上させるための技術を習得する研修を実施した。 

４ からくり生産改

善研修 
H28.10.14 

   10.19 

   10.26 

(研修時間 18 時間、受講者 24 名、修了者 22 名) 

お金をかけない改善の手法を学び、実際の生産現場で

の実習を通して学習することにより、生産現場の改善

を促進し、高い生産性や品質を生み出す管理能力、改

善提案能力を身に着ける研修を実施した。 

５ 現場リーダー資

質向上研修 

 

H28.11.16 

  ～11.17 

(研修時間 12 時間、受講者 25 名、修了者 22 名) 

リーダーシップを発揮するための仕事力、人間力に加

え、リーダーのコミュニケーション力を学び、リーダ

ーとしてのあり方を身に着ける研修を実施した。 

６ 現場リーダー資

質向上研修 

（女性対象） 

H28.12.8 

 ～12.9 

 

 

(研修時間 12 時間、受講者 22 名、修了者 22 名) 

女性特有のセンスや個性を活かすことで現場力の向上

を図るため、女性自身が女性リーダーに期待される役

割について学ぶとともに、女性が職場で活躍していく

ための課題と対応策について女性同士で考えることで

女性リーダーとしてのスキルを習得する研修を実施し

た。 

７ 自動車部品ライ

ブラリー「アク

セル」管理運営 

通 年 ① 見学者の受付、説明     見学者数 740 名 

② 展示部品の企業等への貸出  貸出件数    0 件 

③ 展示場に関する広報 

 

（２） 山形県熟練技術者技術伝承事業 
 

項   目 期   間 事  業  の  内  容 

ものづくり達人技術

伝承事業費補助金 

H28.6.10 

～H29.2.28 

熟練技術者が持つ、優れたものづくり技術を県内の若

手技術者に伝承し、「山形のものづくり技術」を次の

世代に受け継いでいくため、県内ものづくり企業が行

う技術向上研修に対し、「ものづくり達人」を紹介す

るとともに、研修に係る経費の一部を助成した。(補助

率：1/2) 

実績（2件） 

：（株）本長     研修回数 10 回（30 千円） 

山形精密鋳造（株） 研修回数  7 回（52 千円） 

 

 

 

 

 



（公益目的事業会計４）工業材料の試験分析・評価 

１ 工業材料試験事業 ( 14,508,713円) 

（１） 土木建設材料及び土木建設製品 

・ 建設用鋼材に係る強度試験 

・ コンクリート類及びコンクリート二次製品に係る強度試験 

・ 骨材に係る物性試験 

（２） 工業材料及び工業製品 

・ 金属、繊維、家具等の材料及び製品に係る強度試験 

・ 金属、繊維の材料に係る物性試験 

     ・ 定性、定量等の化学分析 

    ・ 顕微鏡試験 

 

○受託試験・分析の執行状況                                 (単位：試験点数＝点) 

試験項目 平成 28 年度 平成 27 年度 平成 26 年度 平成 25 年度 

山

形 

小 

建設用鋼材試験     400 750 810 662 

工業材料強度試験    1,062 1,061 1,159 1,312 

コンクリート強度試験    3,526 3,381 5,574 5,319 

コンクリート骨材試験   87 79 78 103 

化学分析試験   796 648 502 562 

顕微鏡写真・試料加工     117 166 106 335 

水中養生・その他    492 390 1,314 534 

小 計    6,480 6,475 9,543 8,827 

置

賜 

繊維物性試験等    836 681 782 786 

小 計    836 681 782 786 

庄

内 

建設用鋼材試験    411 587 884 576 

工業材料強度試験    737 762 778 584 

顕微鏡写真・その他    230 122 267 120 

家具強度試験     24 138 26 20 

小 計      1,402 1,609 1,955 1,300 

合  計    8,718 8,765 12,280 10,913 

 (注)「山形」は山形県工業技術センター、「置賜」は同センター置賜試験場、「庄内」は同セン 

ター庄内試験場において実施したもの。 

 


